
  

表－2 使用材料 

東京都島しょ部における再生骨材コンクリート適用に向けた基礎検討 
 
 五洋建設(株)技術研究所 正会員〇正木 徹 正会員 谷口 修 
 五洋建設(株)東京土木支店 川田 俊輔  
 港湾空港技術研究所 正会員 山路 徹 正会員 与那嶺 一秀 
１．目的  
 東京都の島しょ部では，発生したコンクリート塊の島内消費が進まず，島内での堆積が問題となってい

る．これらを解決する手段としてコンクリート塊を再生骨材コンクリートとして使用し，島しょ部における

骨材の地産地消化が考えられる．一方，再生骨材の製造時には再生微粉（以下,フィラー）が発生し，その処

理方法も課題となり，再生骨材とフィラーを併用したコンクリートの検討実績も限られている 1)．そこで本

検討では、島しょ部での再生骨材コンクリートの適用に向けてフィラーを添加した再生骨材コンクリートの

基礎検討を行ったものである． 

２．実験および検討概要  

(1)再生骨材の製造とフィラーについて 

再生骨材 H の製造時ではフィラーの発生量が過大となるため，本検討では 

H に比べフィラーの発生量を低減でき，再生骨材 Lに比べ品質のばらつきが小

さい再生骨材 Mを対象として検討を進めることとした．製造はブラスト処理方

式にて粒径ごとに分別処理される再生骨材プラントを使用した（写真－2）．ブ

ラスト処理時間と集塵時間が異なる製造試験を実施した（表－1）．また，製造

時に発生するフィラーの量と品質の確認を行った． 

 

(2) 試験練り 

a)配合 使用材料および配合ケースを表－2,3に示す．目標スランプ値は

12cm，空気量は 4.5%，水セメント比 W/C＝60％を基本として目標スランプが得

られるよう混和剤量と単位水量を調整した．また，フィラーの添加は，セメント置換と細骨材置換のケースで

検討した．配合 No.0 は普通骨材のみを使用し，No.1～8の細・粗骨材は全て再生骨材を使用した.配合 No.7,8

は水セメント比を変更した配合とした． 

 

b)試験内容 試験内容を表－4 に示す．ここでは各配合のフレッシュ性状および圧縮強度の比較を行った．

キーワード 再生骨材，フィラー，島しょ部，地産地消，CO2排出低減 
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写真－1 再生微粉（フィラー） 

写真－2 骨材製造プラント 

表－1 製造試験の内容 

表－3 配合ケース 
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(3)環境への影響度 既往の文献 1)を参考にコンクリート製造1m3あた

りの CO2排出量を試算した．再生骨材は島しょ部における製造運搬、

普通骨材は内地での製造と陸上・海上輸送を仮定して，骨材の全てに

再生骨材を使用した場合と普通骨材のみを使用したコンクリートの

2ケースを試算し，CO2排出量の比較を行った． 

３．実験および検討結果 

(1)再生骨材の製造結果・フィラーの品質 製造試

験の結果を表－5 に示す．試験 1 のみ規格から外

れたものの,ブラスト時間と集塵時間を調整する

ことで再生骨材 M を製造することが可能であっ

た．試験 4のフィラーの発生割合は 19.2％でフィ

ラーの発生が最も少ないため，本検討ではこの内容で製造を実施することと

した．また，フィラーの品質結果からフィラーの吸水率は、高い傾向を示し

ている（表-6）． 

(2)配合試験結果 
a)配合 配合試験結果を表－7 に示す．No.0

と 1を比較すると単位水量が低下する傾向が

確認された．ブラスト処理により再生骨材の

形状に丸みを帯びたことが要因と推察され

る．フィラーの添加量が多くなるほど単位水

量が多くなる傾向がみられたが，フィラーの

吸水率が高いことが原因と考えられる． 

b)フレッシュ性状・圧縮強度結果 いずれの配合もフレッ

シュ性状に問題がないことが確認できた．材齢 28日の圧縮

強度試験結果を図－1に示す．No.4 と No.1 を比較すると圧

縮強度が若干増加した．これは，添加したフィラーの活性

2）によるものと推察される．  

(3)環境への影響度について 

 図－2 にコンクリート製造 1m3あたりの CO2排出量の試算結果を示

す．普通骨材のみを使用したコンクリートを製造した場合の CO2排出

量は 316kg/m3に対し，再生骨材では 286kg/m3となり約 10%の CO2

削減となった．CO2排出量削減の要因として，島内における骨

材の地産地消によって，現状は内地から運搬している骨材の陸

上・海上輸送を解消したことが挙げられる． 

４．まとめ 

本検討の範囲では，再生骨材の製造時に発生するフィラーを細骨材置

換することで，セメント置換のみに比べ再生骨材コンクリートの圧縮強度増加が見られた．また，島しょ部で

再生骨材 M を製造・使用することで,内地からの骨材の輸送解消により CO2の排出量を低減できることも確認

された．再生骨材の製造はコトブキ技研工業(株)，試験練りは宇部三菱セメント(株)のご協力により実施した

ものであり，ここに記して感謝の意を表します． 

参考文献 1）コンクリート構造物の環境性能照査指針,土木学会, 2005.11 2）桜井邦昭ほか,再生微粉の多

量混入がコンクリートの諸性質に及ぼす影響,コンクリート工学年次論文集,Vol.29,No.2,2007 

表－4 試験内容 

表－5 製造試験結果 

表－6 フィラーの品質 

表－7 配合試験結果 

図－1 σ28 圧縮強度試験結果 

図－2 CO2排出量の試算結果 
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